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教育委員会第８回定例会記録 

 

◇開会年月日  令和３年８月２５日（水曜日）          午後 １時３０分開会 

                                午後 ２時２７分閉会 

 

◇開催の場所  本庁舎４階 庁議室 

 

◇出席委員等 ５名 

教 育 長 宍 戸 健 悦 君 委 員 
（教育長職務代理者） 

阿 部 邦 英 君 

委 員 今 井 多貴子 君 委 員 梶 谷 美智子 君 

委 員 杉 山 昌 行 君   

 

◇欠席委員 なし 

 

◇説明のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 佐 藤 由 美 君 事 務 局 次 長 石 井 透 公 君 

参 事 兼 学 校 
安 全 推 進 課 長 髙 城 英 樹 君 教 育 総 務 課 長 今 野 良 司 君 

学 校 教 育 課 長 山 内 芳 明 君 学 校 管 理 課 長 大 山 健 一 君 

生 涯 学 習 課 長 千 葉 正 喜 君 体 育 振 興 課 長 阿 部   洋 君 

副 参 事 
（ 社 会 教 育 ・ 
体育施設担当） 

及 川 晴 彦 君   

 

◇書  記 

教 育 総 務 課 
課 長 補 佐 阿 部   潤 君 教 育 総 務 課 

主 幹 庄 子 奈 穂 君 

教 育 総 務 課 
主 幹 大 内 重 義 君   

 

◇付議事件 

  一般事務報告 

   ・教育長報告 

   ・令和３年度教育費に係る補正予算要求（９月補正）について 
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  報告事項 

   報告第１０号 石巻市博物館の開館について 

  審議事項 

   第３２号議案 石巻市陸上競技場基本構想策定に関する懇談会設置要綱 

   第３３号議案 石巻市社会教育・体育施設等適正配置及び長寿命化計画（案）について 

   第３４号議案 石巻市スポーツ推進委員の委嘱を解くことについて 

  その他 
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午後 １時３０分開会 

 

○教育長（宍戸健悦君） それでは、ただいまから、令和３年第８回定例会を開会いたします。 

 本日の会議ですが、欠席委員はおりません。 

────────────────────────────────────────── 

会議録署名委員の指名 

○教育長（宍戸健悦君） それでは、会議録署名委員の指名を行います。 

 本日の会議録署名委員は、今井委員にお願いいたします。 

 よろしくお願いします。 

────────────────────────────────────────── 

教育長報告 

○教育長（宍戸健悦君） それでは、本日の案件に入ります。 

 本日の案件は、一般事務報告が２件、報告事項が１件、審議事項が３件、その他となってお

ります。 

 それでは、一般事務報告から入ります。 

 始めに、私から報告をいたします。 

 始めに、今月の学校・幼稚園の状況について報告をいたします。 

 今年度は通常どおりの夏季休業期間を過ごし、各学校は８月26日から第２学期が始まります。

この休業中には、プールの開放や高総体、中総体の県大会、東北大会、そして全国大会が開催

され、本市からも多くの生徒が参加し活躍しております。また、８月20日には「Ｓｔｏｐ！い

じめ 石巻市子どもサミット2021」がオンラインで開催され、18校の中学校の代表が各学校

の取組や互いの意見を交換いたしました。休業中、大きな事故もなく、新学期が元気に始めら

れるよう、各学校が今、準備を進めているところでございます。 

 それでは、新型コロナウイルス感染症対策について、先月の定例会後の経緯を時系列にまと

めて報告をいたします。 

 別冊１を御覧いただきます。 

 冒頭にありますように、全国的あるいは宮城県内では７月あたりから増え始めて、８月にな

って急増いたしました。昨年12月まで石巻は100件の陽性者が出ましたけれども、今年１月か

ら８月の現時点までで469件発生しております。その中でも、８月は240人と突出した状況に

なっております。現在、先の見通しが立たないような状況になっております。 
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 デルタ株の発生ということで、家族全員が陽性になるという例も見られるように、昨年度や

１学期とは違った感染状況、非常に感染力が強い状況が見受けられております。 

 各学校には、現在のところ、始業式を迎え、学校ごとのマニュアルの再度見直しをするよう

にということでお話をしております。そして、水際対策として、朝の健康観察の徹底、風邪症

状や発熱の場合には欠席していただくということで、それらの状況を確認した上で校内に入れ

て学校の生活を受ける、送るということになります。 

 それから、これまで以上に密を避けるようにということでお話をしております。それから、

リスクのある活動の洗い出しと内容の工夫を行うようにということでお話をしております。そ

れから、家庭との連絡を十分に取り、学校の対応の状況を家庭にもしっかり伝え、安全・安心

というものを確保していきたいと考えております。 

 今後、まん延防止等重点措置から緊急事態宣言と変わっていくことも考えられておりますの

で、その指示内容に応じて適切に対応するように指示をしているところでございます。 

 次に、８月２日に宮城県教育委員会と市町村教育委員会による県北圏域教育懇話会が大崎合

庁で開催され、参加してまいりました。県教委からは、伊東教育長を始め、２人の教育委員の

方々を始め、副教育長や関係課室長、教育事務所長が出席をいたしました。 

 伊東教育長から開会の挨拶があり、その後、遠藤副教育長が進行し、意見交換がありました。

前半のテーマはコロナ禍におけるＩＣＴの活用について、後半は宮城の「学ぶ土台づくり」の

推進と不登校支援についてでありました。 

 まず、前半のテーマでは、各市町のＩＣＴの活用状況について意見交換がありました。アン

ケート結果には、タブレットを毎日活用していると週３から４日活用している割合が合わせて

７割以上となっており、かなり取組が進んできている様子がうかがえました。通信環境や家庭

への持ち帰りについては、市町それぞれ取組に開きが見られました。通信費等のランニングコ

ストについて、国庫補助対象など国への働きかけの要望が出されております。 

 後半のテーマについては、特に保・幼・小連携のための会議の取組状況などの意見交換がな

されました。また、関連して教育企画室と義務教育課から不登校等児童生徒学び支援教室充実

事業、学ぶ土台づくり事業、宮城県幼児教育センターについての情報提供がありました。 

 次に、市議会第３回定例会は９月２日に開催される予定です。令和２年度の決算に係る承認

や小・中学校の施設維持整備費等の補正予算などの内容になる予定でございます。補正予算の

要求内容については、この後、報告があります。 

 以上で私からの報告を終わります。 
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 御質問ございましたら、お願いいたします。 

（「ありません」との声あり） 

────────────────────────────────────────── 

令和３年度教育費に係る補正予算要求（９月補正）について 

○教育長（宍戸健悦君） なければ、令和３年度教育費に係る補正予算要求（９月補正）につ

いての報告を教育総務課長からお願いします。 

○教育総務課長（今野良司君） それでは、令和３年度教育費に係る補正予算の要求について

御説明申し上げます。 

 表紙番号２、一般事務報告資料を御覧願います。 

 本報告につきましては、令和３年石巻市議会第３回定例会に補正予算を提出するに当たり、

予算要求した補正予算の内容について報告するものでございます。 

 始めに、歳出から御説明いたしますので３ページを御覧願います。 

 番号１、小学校施設維持整備費では、石巻小学校の受水槽改修及び中津山第一小学校の暖房

設備改修に要する経費を要求しております。 

 次に、番号２、小学校照明落下防止対策事業費では、小学校８校の屋内運動場照明器具等の

落下防止対策とＬＥＤ化工事に要する経費を要求しております。 

 次に、番号３、小学校大規模改造事業費では、貞山小学校の長寿命化を図る改修工事及びバ

リアフリー化対策工事に要する経費を要求しております。 

 次に、番号４、中学校施設維持整備費では、河北中学校の暖房設備改修に要する経費を要求

しております。 

 次に、番号５、中学校照明落下防止対策事業費では、中学校５校の屋内運動場照明器具等の

落下防止対策とＬＥＤ化工事に要する経費を要求しております。 

 次に、番号６、複合文化施設管理費では、施設内のＷｉ－Ｆｉ環境整備に要する経費を要求

しております。 

 次に、番号７、博物館運営費では、今秋開館する博物館において企画展を開催するため、展

示物の監視業務に要する経費を要求しております。 

 次に、番号８、体育館管理費では、総合体育館の屋根防水改修工事の実施設計業務に要する

経費を要求しております。 

 次に、番号９、総合運動公園管理費では、市民球場においてフェンス広告を募集するため、

経年劣化したフェンスの塗装に要する経費を要求しております。 
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 次に、歳入について御説明いたしますので、１ページにお戻り願います。 

 番号１、小学校費補助金及び番号２、中学校費補助金につきましては、歳出に計上しました

番号２及び番号５の照明落下防止対策事業に対する国庫支出金を要求するものです。 

 次に、番号３、社会教育費寄附金では、複合文化施設運営のために寄せられました寄附金を

受け入れるものであります。 

 次に、番号４、災害復旧費寄附金では、東日本大震災に伴う学校教育等に関する寄附金を受

け入れるものであります。 

 以上が今回の補正予算の概要となりますが、要求内容及び要求額は現時点のものであり、今

後、変更となる場合がございますので御了承願います。 

 以上で報告を終わります。 

○教育長（宍戸健悦君） ただいまの報告に対して、御質問等はございませんか。 

（「ありません」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） よろしいですか。 

（「はい」との声あり） 

────────────────────────────────────────── 

報告第１０号 石巻市博物館の開館について 

○教育長（宍戸健悦君） なければ次に、報告事項に入ります。 

 報告第10号 石巻市博物館の開館についての報告を受けたいと思います。 

 生涯学習課長から説明をお願いいたします。 

○生涯学習課長（千葉正喜君） それでは、報告第10号 石巻市博物館の開館について御報告

させていただきます。 

 表紙番号１の１ページを御覧願います。 

 石巻市複合文化施設内に整備を進めておりました石巻市博物館が11月３日に開館することか

ら報告するものでございます。 

 ２ページを御覧願います。 

 石巻市博物館は、東日本大震災で解体した旧石巻文化センター及び旧石巻市民会館の後継施

設として建設をし、令和２年度末に完成した複合文化施設内に設置するものです。常設展示室

のほか、企画展示室、収蔵庫等を設けております。 

 常設展示室は、市内の歴史を扱う歴史文化展示室、高橋英吉作品展示室、毛利コレクション

展示室、石巻ゆかりの先人たちの４つのコーナーで構成されます。企画展示室では、博物館資
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料や石巻市の歴史・文化に関する企画展、時宜にかなった特別展を開催していく予定としてお

ります。 

 資料の調査・研究及び事業の実施については、市の直営とし、市職員を配置します。 

 続きまして、２の企画展・特別展事業について御説明いたします。 

 博物館で所蔵している資料や石巻市の歴史・文化に関する調査研究の成果を踏まえた企画展

を年２回、巡回展等の特別展を年１回実施し、市民の地域に対する理解を深め、知的探求心を

高めるものです。 

 今年度は、秋に開館するため特別展は行わず、企画展１回を実施する予定としております。

今年度の企画展につきましては、石巻市博物館開館記念企画展といたしまして「文化財レスキ

ュー 救出された美術作品の現在（いま）」を実施いたします。 

 石巻文化センターは、収蔵庫を含む１階部分が津波によって被災したため、２階に展示され

ていた作品を除く全ての美術作品が津波によって水損しました。被災した収蔵資料は震災直後

から文化庁が主催した文化財レスキュー事業によって救出されましたが、特に美術作品に関し

ては、全国約400の美術館で組織する全国美術館会議が主導し、救出作業及び応急処置修理が

行われました。 

 震災から10年以上にわたり、全国美術館会議加盟館の善意により保管と修復作業が継続され

てきました。展示では、震災から現在に至るまでの全国美術館会議加盟館の活動を紹介すると

ともに、修復を終えた作品を通して石巻市の美術品コレクションの魅力を発信してまいります。 

 予算につきましては、資料のとおりとなります。 

 また、３ページの３でございますが、博物館の開館を記念いたしまして、「高橋英吉・幸子

父娘展」を同時開催いたします。石巻市出身の彫刻家、高橋英吉の長女で版画家の高橋幸子氏

の作品12点程度を常設展示室内、高橋英吉作品展示室の壁面に展示し、「高橋英吉・幸子父娘

展」として開館を祝うものです。 

 続きまして、４、博物館の開館日についてでございますが、石巻市博物館の開館日は令和３

年11月３日といたします。それに伴い、石巻市複合文化施設条例の博物館部分につきましても

同日施行といたします。 

 開館日を11月３日とするのは、当日は文化の日で祝日であることから多くの来館者が見込め

ることに加え、11月３日は旧石巻文化センターの開館記念日であり、後継施設として整備され

た施設であることから旧石巻文化センターの開館日を踏襲し、11月３日とするものです。 

 なお、開館日は、開館を祝い広く周知するためにも無料開放といたします。 
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 最後に、５、開館記念式典について御説明いたします。 

 開館記念式典については、令和３年11月１日月曜日に実施いたします。 

 始めに、石巻市複合文化施設小ホールにて開館記念式典を実施した後、展示室の前へ移動し、

オープンテープカットを行います。その後、三、四班に分かれ展示室の観覧を行うという流れ

になります。 

 式典出席者は、市関係者、来賓として、文化庁長官、県議会議員、市議会議員、毛利コレク

ション等収蔵展示施設建設基金寄附者など、100名から150名程度を予定しております。 

 以上で報告を終わります。 

○教育長（宍戸健悦君） ただいまの説明に対して、御質疑等ございませんか。 

 梶谷委員。 

○委員（梶谷美智子君） 石巻市の博物館が開館されるということで、大変うれしく思ってお

ります。 

 以前は文化センターというのがありまして、小学校は校外学習や遠足のコースの中に入れて、

２年生でしたか、文化センターのそういう石巻の様々なものを見学して学ぶということに活用

させていただいていたのですけれども、そういう児童・生徒の博物館の見学、そういったもの

についてはどのように今のところ計画されているのかなと思いました。そこの辺を教えてくだ

さい。 

○教育長（宍戸健悦君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（千葉正喜君） 博物館側といたしましては、そういう見学等につきましては

十分に対応できるようにということで準備をしたいと思っておりますので、そういう行事等で

お使いいただければと思っております。 

○委員（梶谷美智子君） ありがとうございます。 

○教育長（宍戸健悦君） それで、学校の教育活動で行う場合には、減免等はありますか。 

 お願いします。 

○生涯学習課長（千葉正喜君） 減免等の対象になったと思います。 

○教育長（宍戸健悦君） ということで、広く活用できるということで御確認いただきたいと

思います。 

 では、ほかにございませんか。 

（「ありません」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） よろしいですね。 
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────────────────────────────────────────── 

第３２号議案 石巻市陸上競技場基本構想策定に関する懇談会設置要綱 

○教育長（宍戸健悦君） それでは、次に、審議事項に入ります。 

 第32号議案 石巻市陸上競技場基本構想策定に関する懇談会設置要綱を議題といたします。 

 体育振興課長から説明をお願いします。 

○体育振興課長（阿部 洋君） ただいま上程されました第32号議案 石巻市陸上競技場基本

構想策定に関する懇談会設置要綱について御説明申し上げます。 

 表紙番号１、定例会議案の７ページを御覧願います。 

 本案につきましては、石巻市陸上競技場基本構想の策定に関し、現在の基本計画における陸

上競技場の施設規模及び機能の再検討を行うため、庁内関係課並びに関係団体より広く意見を

聴取し、基本構想に反映させることを目的に、石巻市陸上競技場基本構想策定に関する懇談会

を設置しようとするものでございます。 

 以下、条文に従いまして御説明いたします。 

 始めに、第１条は、懇談会の設置について定めたものでございます。 

 第２条は、意見を求める事項について規定したものでございます。 

 第３条は懇談会の構成員について、第４条は座長と副座長の職務について、第５条は会議に

ついて、第６条は庶務について、第７条はこの要綱に定めるもののほか、必要な事項は教育長

が別に定めることを規定したものでございます。 

 次に、附則でございますが、本要綱の施行期日を令和３年９月１日とするものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○教育長（宍戸健悦君） それでは、ただいまの説明に対して、御質問等はございませんか。 

（「ありません」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） よろしいですか。 

（「はい」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） ないようでしたら、第32号議案 石巻市陸上競技場基本構想策定に

関する懇談会設置要綱は、原案のとおり決することとしてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） 異議がありませんので、第32号議案については、原案のとおり可決

いたします。 

────────────────────────────────────────── 
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第３３号議案 石巻市社会教育・体育施設等適正配置及び長寿命化計画（案）について 

○教育長（宍戸健悦君） 次に、第33号議案 石巻市社会教育・体育施設等適正配置及び長寿

命化計画（案）についてを議題といたします。 

 副参事（社会教育・体育施設担当）から説明をお願いします。 

○副参事（社会教育・体育施設担当）（及川晴彦君） ただいま上程されました第33号議案 

石巻市社会教育・体育施設等適正配置及び長寿命化計画（案）について御説明させていただき

ます。 

 表紙番号１の９ページ及び別冊２－１、別冊２－２を御覧ください。 

 始めに、本計画を策定するに当たりましては、社会教育・体育施設等を対象に施設の適正配

置の検討と残すべき施設の長寿命化を図るため、石巻市教育委員会教育長事務委任等に関する

規則第２条第１号の規定に基づき、教育委員会の会議での議決を受けるものです。 

 別冊２－２、概要版に沿って説明させていただきます。 

 まず、適正配置及び長寿命化計画の背景と目的でございます。 

 本市では、昭和40年代後半頃から多くの公共施設が整備されております。平成17年の市町

合併を受けまして、同用途の公共施設が重複している状況となっております。平成23年の３月

に東日本大震災で被災した公共施設の復旧復興工事により新規の公共施設が建設されていると

いう状況になっております。 

 今後、施設が一斉に老朽化することや人口減少、少子高齢化による財政状況の悪化が考えら

れることから、平成28年３月に公共施設等総合管理計画を石巻市で策定しております。 

 今回、作成する計画につきましては、この石巻市公共施設等総合管理計画に定める方針に基

づいて、限られた財源の中で維持管理、修繕、更新を適切に実施するとともに、維持管理費用

の節減に努め、財政負担の平準化に資するため、市内の社会教育施設及び社会体育施設51施設、

99カテゴリーについて策定するものでございます。 

 次に、中段のＳＤＧｓとの関係性についてでありますけれども、このＳＤＧｓにつきまして

は、別冊２－１の本編におきましては６ページから記載してございます。 

 ＳＤＧｓとの関係性につきましては、市民の豊かな文化芸術活動、市民のスポーツ活動や健

康維持の充実を図る目的で策定する本計画につきましても、ＳＤＧｓの17のゴールと関連付け

ることにより持続可能なまちづくりによる地方創生を目指すものであります。本計画で推進す

る目標といたしましては、各施設の条例の目的に照らし合わせた御覧のような７つの目標と関

連付けをしております。 
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 次に、本計画の計画期間につきましては、本編におきましては２ページに記載させていただ

いております。 

 計画期間につきましては、令和３年度から上位計画である石巻市公共施設等管理計画の計画

期間と同様の令和37年度までの35年間、また、長寿命化対策事業計画につきましては、１期

目を令和３年度から令和12年度までの10年間といたしますが、計画期間中において施設等の

状況や各前提条件が大幅に変更が生じた場合には、必要に応じて計画の見直しを行うものとし

ております。 

 次に、対象施設でございますけれども、本編におきましては８ページに記載させていただい

ております。 

 対象施設につきましては、教育委員会で所管もしくは補助執行を受けている施設であり、社

会教育施設で24施設、41カテゴリー、体育施設で27施設、58カテゴリー、合計で51施設、99

カテゴリーとなっております。 

 概要版の２ページを御覧願います。 

 本編では９ページになります。 

 社会教育施設・社会体育施設、全体の基本方針については、大きく２つありまして、１つは

施設の適正配置、もう一つは施設の長寿命化であります。 

 施設の適正配置については、適切なサービス提供と効率的な管理を実施するための施設の集

約化、複合化、用途変更により地域的なバランスを考慮した施設の適正な配置を図ること。施

設の長寿命化については、施設の点検診断等を適切に実施し、現状把握に努め、予防保全型の

計画的な管理により、残すべき施設の長寿命化を図っていくものとしております。 

 この方針に基づき進めていくものでありますが、その前提条件といたしまして施設の調査と

評価を実施しております。 

 始めに、一次評価でございますけれども、これはこの本編の18ページに記載してございます。 

 一次評価として、各施設の状況を把握するため、ソフト面、利用状況やコスト状況、ハード

面、老朽化状況を偏差値化しまして、ポートフォリオ分析で評価しております。 

 次に、二次評価、本編では20ページになります。 

 二次評価として、建物の部位ごとの劣化状況を目視、打診等による劣化診断調査の結果を基

に評価しております。評価項目は９項目で項目ごとに４段階で評価し、コスト配分等の掛け率

で調整を行い、それぞれの施設評価を健全度として点数化しております。 

 次に、一次評価、二次評価から、維持継続、ソフト検討、ハード検討、ソフト・ハード検討、
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廃止検討の５パターンに分類した総合評価を設定しております。 

 次に、総合評価でございますけれども、本編の38ページに記載がございます。 

 この総合評価の結果と地域の実情を踏まえて適正配置を判断するとともに、適正配置により

残すべき施設の長寿命化を判断指標とするものであります。 

 なお、施設の評価結果につきましては、計画の本編に記載しておりますので、後ほど御覧い

ただきたいと思います。 

 概要版の３ページは、施設の配置図でございまして、対象となっている施設全ての配置を示

したものでございます。 

 続きまして、概要版の４ページ目を御覧願います。 

 適正配置計画についてでありますが、適正配置は施設ごとに求められる規模や機能により利

用者の地理的範囲が異なることが考えられるため、施設ごとに市域レベル、地域レベルのエリ

ア区分を設けて検討し、また、利用者へのアンケートや公式試合数の実績などを加味して検討

しております。 

 適正配置の方針としましては、次の４つに分類しております。 

 維持継続については、現在の施設を使用し、長寿命化のための維持管理を行うものです。た

だし、施設に移転及び移設等の必要が生じた場合には別途検討するものです。 

 保護・保全につきましては、齋藤氏庭園や旧観慶丸商店など、主に文化財関係施設に当たり

今後の施設の保護及び保全を行うものです。 

 機能集約につきましては、今後、施設の状況や周囲の施設との調整を行い、機能の集約を検

討するものです。 

 廃止検討につきましては、著しく老朽化している施設、かつ、利用者が減少し、周囲に同類

の施設があるものについて廃止を検討するものです。 

 中段につきましては、各カテゴリーごとの適正配置に向けた基本的な考え方を示しておりま

す。 

 下段の人口推移につきましては、将来の人口ビジョンを掲載しております。 

 続いて、５ページを御覧願います。 

 こちらは施設ごとの適正配置の施設を一覧表で示したものでございます。 

 この中で、３つ目の機能集約につきましては、今後、施設の状況や周囲の施設と調整を行い、

機能の集約を検討している旨を説明いたしましたが、石巻地区では総合体育館と山下屋内運動

場、セイホクパーク石巻テニスコートと稲井テニスコート、河北地区では河北総合センター体
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育館と飯野体育研修センター、河南地区では遊楽館体育館と河南体育センター、桃生地区では

農業者トレーニングセンターと勤労青少年ホーム、植立山公園テニスコートとスポーツ施設テ

ニスコートについて今後検討が必要な施設となっております。 

 あとは、６つ目の廃止検討する施設については、機能集約による廃止を検討する施設として

記載してございます。 

 次に、適正配置についてでありますが、本市の人口は今後も減少傾向となっており、35年後

には人口が9.9万人まで減少すると見込まれておりますので、公共施設の削減は避けられない

状況になっております。 

 このことから、社会教育施設及び社会体育施設においても、今後の人口減少及び施設の利用

状況等を踏まえ、石巻市公共施設等総合管理計画の箱物施設の総量削減目標に基づき、令和37

年度までに総延べ床面積の20％、約1.6万平方メートルの削減を目指していきます。また、人

口推計等の前提条件が大幅に変更が生じた場合には、必要に応じて削減目標を見直していきま

す。 

 概要版の６ページを御覧願います。 

 こちらは、適正配置の方針に基づき、今後35年間の長寿命化の方向性を示した長寿命化保全

計画になります。 

 計画の対象施設においては、施設の種類や地域状況が多岐にわたり建物用途の構造も異なる

ことから、改築周期を60年と80年の２種類でシミュレーションし、経済的に有利な改築周期

80年で検討したものです。 

 続いて、７ページを御覧願います。 

 こちらは、長寿命化の方針に基づき、長寿命化対策の優先度が高い施設から改修整備を行う

ものとして優先して対策を講ずべき施設を表したものです。長寿命化事業につきましては、各

施設の状況に応じ優先順位を定め、適宜見直しを行いながら、石巻市総合計画実施計画に掲載

した上で進めていくこととしております。 

 続いて、８ページを御覧願います。 

 計画の推進体制でございます。 

 （１）の推進体制の方針については、基本的に石巻市公共施設等総合管理計画に基づく体制

の構築方針に従い推進するものとしております。加えて、本計画の施設においては、都市公園

に都市計画決定されている施設や緊急避難場所に指定されている施設等もありますことから、

関係各課と調整の上、調整を密に行いながら進行管理していくことが必要になります。 
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 （２）の施設情報管理につきましては、今回、計画を策定するに当たり、施設ごとに利用者

や維持管理における経費等を施設カルテとして取りまとめております。今後は施設の維持管理

を実施していくに当たって、工事の判断材料として劣化状況や修繕履歴の把握が必要となるた

め、効率的な情報管理の手法について検討いたします。 

 また、老朽化や統廃合、集約により廃止となった施設、土地等については、今後の利活用が

課題となることから、情報公開を行い、民間への移転、転換など可能性を広げるなど、有効活

用策を検討していきます。 

 （３）のフォローアップの実施方針については、本計画を実施するに当たりＰＤＣＡサイク

ルにより長寿命化計画の進捗状況の確認、管理を行っていきます。 

 次に、今後の予定でございますけれども、今回の定例会の後、９月に市議会全員協議会に提

案をいたします。市議会全員協議会が終了後にパブリックコメントを行いまして、その後、計

画の最終校正等を行いまして、12月の教育委員会定例会におきまして審議していただいて最終

的な策定となる予定としております。 

 説明は以上でございます。よろしく御審議お願いいたします。 

○教育長（宍戸健悦君） それでは、ただいまの説明に対して、御質問等ございませんか。 

 今井委員。 

○委員（今井多貴子君） 本編の別冊２－１の41ページのところの廃止検討のところなのです

けれども、河南の文化財収納土蔵のところの廃止検討のみ網かけなってないのですけれども、

これは何か意味があるのですか。あとはみんな網かけになっていていますよね。廃止検討のと

ころは。 

○教育長（宍戸健悦君） 本編41ページの河南の文化財収納土蔵、廃止検討のところ、網かけ

が抜けているのですが、そこはどういうことですか。 

○副参事（社会教育・体育施設担当）（及川晴彦君） 意味があるということではなくて、こ

ちらの校正のミスです。 

○委員（今井多貴子君） それだけでしたらいいです。もう平地になっていて、土地の有効利

用をしようとしている場合、こういうのかなとか、勝手に想像したのでそれだけの意味でした

ら分かりました。ありがとうございます。 

○教育長（宍戸健悦君） これは単なるミスだということで、網かけ状態にしてくださいとい

うことで。 

 ほかにございませんか。 
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 杉山委員。 

○委員（杉山昌行君） いろいろな施設がこんなにあるというのにまず驚いたのですが、総合

評価のところに公式試合が多いとか、いろいろ利用の関係で維持ということが載っていると思

うのですが、パークゴルフとかお年寄りの方々が使う施設はこれからもどんどん必要だと思う

のですけれども、例えばオリンピックで今回、スケートボード、あるいは３対３の中でやるバ

スケット、あとはボルダリング、そういう新しいスポーツの練習する場所が多分石巻にほとん

どないと思うのです。 

 民間でやっているところはあるかもしれないけれども、知り合いの子供もスケートボードの

練習するのに仙台まで行っている人もいるので、もしこの廃止する施設の今後の使い道なんか

を検討するときに、そういう新しいスポーツの練習場所の確保ということを検討していただけ

ないかなと思いました。 

○教育長（宍戸健悦君） 今後、施設の使い道という検討になったときに新しいスポーツ等の

検討ということで、それについてはいかがですか。 

 事務局長。 

○事務局長（佐藤由美君） 廃止した施設の新しい使い道というところになりますと、教育委

員会だけの問題ではない内容になろうかとは思いますが、施策の中でどのように使うかという

ところが出てくるかと思います。 

 ただ、今後、こういった長寿命化計画を立てる中で、適正配置というところで同じところに

同じような施設が２つあったりというところもございましたので、今回オリンピックでいろん

な新しいスポーツが、スケートボードとかというところもありましたけれども、今後検討する

中身として、そういった御提案があったということは参考にさせていただければと思います。 

○教育長（宍戸健悦君） よろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） 今後、参考にしてということでよろしくお願いいたします。 

 では、ほかにございませんか。 

 阿部委員、お願いします。 

○委員（阿部邦英君） 質問ではないのですが、この前、私もこれを拝見して意見をファクシ

ミリで送ったのですけれども、長寿命化計画であれ、適正配置であれ、例えばＳＤＧｓと関連

付けたり、人口と関連付けたり、地域性と関連付けたり、非常によくまとまっている計画だな

という感想でございます。 
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 今後、これに従って、これを基本として計画を進めていっていただければなと思いますし、

何年かたってまた変えるといったとき、こういうふうなこともあるのでしょうけれども、基本

はこれに立ち返って、これを見ながらやっていけばいいのかなというふうな感想です。 

 以上です。 

○教育長（宍戸健悦君） 基本として、これを推進していくということで今後も推進をよろし

くお願いしますということでした。 

 ほかにございませんか。 

 今井委員。 

○委員（今井多貴子君） 41ページ、また同じなのですけれども、齋藤氏庭園のことなのです

が、齋藤氏庭園の維持継続となっているのですが、もう10年近く、予算の関係あるのは十分に

承知しているのですが、10年近くなってもまだしっかりと開館できていないと、あっち直し、

また何か月するとこっち直しという感じで、いつまでたっても先が見えないような庭園の管理

というか、工事なのですね。 

 早く工事が完了すれば、地域の子供たちのふるさとを知るという意味では、河南の西中であ

り、東中であり、それから小学校でありの関連付けて史跡を回るということはすごく大切なこ

とだと思います。 

 このコロナ禍ですから、何も遠足とか修学旅行とか、遠くに行かなくても自分たちの住んで

いる地域を知るという意味では、活用をきちっと進めていかないといけないと思うので、とて

も大切な施設であるとは思うのですが、一向に先が見えない工事をずっと続けていて、あそこ

が開いてきちっとなったら、とてもすばらしい庭園ですし、中もそんなに広くないので、子供

たちにとってはすごくよく分かりやすい庭園ではあると思うので、その辺の計画を立てて、河

南だけではなくてもほかの地域も史跡をきちっと子供たちに知らせるという努力のためにも早

めに計画を進めていただきたいと思いました。 

○教育長（宍戸健悦君） これについては、では工事の進捗状況とか今の現状についてよろし

いですか。 

 生涯学習課長。 

○生涯学習課長（千葉正喜君） 齋藤氏庭園につきましては、取得後、一部修繕等を行ってい

る中で開放をしておりましたが、東日本大震災によりまして多くの建物が被災したという状況

です。それ以降、国の災害復旧事業の中で修繕を行ってきたところです。 

 このたび、おおよその部分の修繕につきましては終了いたしました。今後、こういった施設
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につきましては、単なる保全とかというだけではなくて、やはり外部にもいろいろ見ていただ

くというような目的も重要になってきますことから、いろいろと中の施設も開放するような形

で対応していきたいと考えているのですけれども、そのためにはやはりそれぞれの建物の耐震

等を確認した上で、今後どういう形で修繕改良すれば開放できるか、そういった内容を検討い

たしまして、計画を策定しながら、時間はかかってしまうのですけれども、予算を確保し修繕

を行いながら完成に向けて進めたいと思っております。 

 現在も工事をしている区域はどうしても入れない部分等がございますけれども、無料で開放

という形で庭園の方には入れるような状況にはなっておりますので、こういう状況ではありま

すけれども、ぜひ小学生の皆様にも御覧いただきたいなというふうに考えております。 

 以上です。 

○教育長（宍戸健悦君） 現在もその工事が一部入っていて修繕をしているというところで、

無料開放をしているというようなことでありました。もう少し修繕には時間がかかるというこ

とではありますけれども、当面、ある程度見ることができる状態ではあるというようなことで

すので、これについては、できるだけもう少し開放しながら皆さんに知っていただくような努

力も併せてしていかなければならないかなと思っております。 

○委員（今井多貴子君） そうですね、外から見る分にはいいのですけれども、中は物置状態

なのです。中を開けたら何もないという感じで、掃除も何も行き届かない、外目はいいのです

けれども、中がそうなっているし、母屋とかも実際は玄関が、先ほどおっしゃったとおり、耐

震の問題もあって打ち付けてありますよね。危なくないように、そういう外観があって、本来

の齋藤氏庭園の私が小さい頃から知っている威厳のあるというか、落ち着いた庭園というわけ

にはなかなか、もうこれを齋藤氏庭園と思われるとちょっと寂しいなというぐらいの思いがあ

るものですから、中の掃除とか管理がもう少しどうにかならないかなと思います。 

 ほこり被ったままになっているとか、そういう状態でない開放の仕方がなるべく早めに行わ

れることを、無料開放であってもお願いしたいなと思います。 

○教育長（宍戸健悦君） できるだけ早い開放をということで、修繕にもう少し取り組んでい

ただければと思います。 

 では、ほかに御意見、御質問等ございませんか。 

（「ありません」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） よろしいですか。 

 ないようでしたら、第33号議案 石巻市社会教育・体育施設等適正配置及び長寿命化計画
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（案）については、原案のとおり決することとしてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） 異議がありませんので、第33号議案については、原案のとおり可決

いたします。 

────────────────────────────────────────── 

第３４号議案 石巻市スポーツ推進委員の委嘱を解くことについて 

○教育長（宍戸健悦君） では、次に、第34号議案 石巻市スポーツ推進委員の委嘱を解くこ

とについてを議題といたします。 

 体育振興課長から説明をお願いいたします。 

○体育振興課長（阿部 洋君） ただいま上程されました第34号議案 石巻市スポーツ推進委

員の委嘱を解くことについて御説明申し上げます。 

 表紙番号１、定例会議案の10ページを御覧願います。 

 石巻市スポーツ推進委員に関する規則第４条の規定により、現在委嘱しております委員の任

期は令和３年４月１日から令和５年３月31日までの２年間となっておりますが、藤原由茉委員

より令和３年７月16日付けで退任届の提出がありましたことから、石巻市教育委員会教育長事

務委任等に関する規則第２条第１項第10号に規定に基づき、委員の委嘱を解くことについて議

決を得ようとするものでございます。 

 なお、退任届は健康上の理由から委員の継続が難しい旨の申出があり、受理したものでござ

います。 

 また、解嘱年月日は令和３年８月31日とするものであります。 

 以上でございます。よろしく御審議賜りますようお願い申し上げます。 

○教育長（宍戸健悦君） ただいまの説明に対して、御質問はございませんか。 

（「ありません」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） ないようでしたら、第34号議案 石巻市スポーツ推進委員の委嘱を

解くことについては、原案のとおり決することとしてよろしいでしょうか。 

（「はい」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） 異議がありませんので、第34号議案については、原案のとおり可決

いたします。 

────────────────────────────────────────── 

その他 
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○教育長（宍戸健悦君） 審議事項を終了し、その他に入ります。 

 始めに、委員方から何かございませんか。 

（「ありません」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） それでは、各課長方からは何かございませんか。 

 よろしいですか。 

（発言する者なし） 

○教育長（宍戸健悦君） では、ないようでしたら、次回の定例会の日程について、お願いし

ます。 

○事務局（阿部 潤君） それでは、次回、９月の定例会につきましては、９月30日木曜日、

午後１時30分から開催する予定です。場所につきましては、市役所４階、庁議室で開催いたし

ます。よろしくお願いいたします。 

○教育長（宍戸健悦君） では、今の日程で大丈夫ですか。 

（「はい」との声あり） 

○教育長（宍戸健悦君） それでは、以上をもちまして、本日の定例会を終了いたします。 

 ありがとうございました。 

午後 ２時２７分閉会 

────────────────────────────────────────── 

                             教 育 長 宍 戸 健 悦 

                             署 名 委 員 今 井 多貴子 

 


